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ロ 12議案を可決・
補正予算等「一一一i 市営パス運行事業に関する条例可決

第 155回9月定例市議会は、 9月13日招集され、会期を20日までの8日間と定め、

理事者から提出の議案12件を原案どおり可決・承認・同意しました。また、市民の皆

さんから出されました請願・陳情は別掲のとおり決め、最終日には選挙管理委員会委

員および補充員の選挙を行い、議員提案による「都市財政危機突破に関する意見書」

「暴力追放の決議」の2件を満場一致で可決・決議しました。市政に対する一般質問

は 2 日間にわたって~Tわれました。
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本願清水早くも枯れる (いとよ移動する)

案議なもお ，ー、、~

工事 4，672万円。橋梁修繕工事 100万円

除雪費1，632万円。河川維持修繕工事330

万円。尚徳中学校校庭整備工事90万円。

剣道場床張替工事 1407j円。柔道場補修

工事費90万円。市営パス運行費 353万円

y牛レ、。」。

〔歳入〕

市税 3，260万円。地方交付税 8，878万ドl

分担金及び負担金 199万円。使用料及び

手数料12万円。国庫支出金 2，734万['1。

県支出金2(，~ 3，466万円。財産収入 115

万円。寄付金14万円。諸収入564万円など

こ乾燥施設L野菜指定産地出荷近代化事

業補助 660J]円 (集出荷貯蔵施設L畜産

経営環境保全集落群育成事業 683万円。

発電用施設周辺地域整備事業 1，071万円

(農道整備4カ所分)。市単土地改良事業

328万円。農業構造改善事業 1億 181万

円(上庄機械利用組合補助 4，979万円。

上庄農業協同組合 318万円。富岡酪農生

産組合 4，884万円L鬼谷線林道開設工事

追加 480万円。 林道維持修繕工事 150万

円。地下水再生施設設備資金利子補給110

万円。道路禰修工事 700万円。道路改良

，園、、_，

〔歳出〕

V昭和50年度大野市一般会計補正予算

今回の補正では3億 9，244万円を追加

して、40億 9，123万円となりました。

補正の主なものは次のとおり。

米価値上げ‘に伴う借地料 152万円。地下

水対策費52万円。土地開発基金積立3，300

万円。 開成中学校建設基金利子積立 115

万円。老人医療扶助不足分66万円。広域

米生産流通総合改善事業補助1億38万円

稲作転換促進対策特別事業補助 3，015万

円(， ¥ちご調整貯蔵機械施設、葉たばこ



ている。

将来の対策と しては、真名川に一定の

水を流すことが先決であり 、今後ともI也

ド水の浸透を積械的に図っていくよ うに

努力していきたし、。併せて、I也下水とい

うものは限られたものであるという認識

と、あくまでも公共

的な水としての考え

方が市民の問に徹底

するように努力をし

てお、互いに節水し大

事に使うという意識

を徹底させていくこ

とが、大事な対策で

あると考えている。

融雪水について

強化してい くことである。これらを含め

て条例化して、 市民にW，カを願い、また

PR もし てい くことでJ世下ノ'J~対策審議会

に諮問したが、まだ市民に 卜分徹底 して

いない現状の中で実施することは時期尚

早であるということで、 9Hの市会に提

案することを見送った。なるべく早・い機

会に条例を提案 して、今冬の水枯れを防

いでまいりたし、。しかし、最車写的には 上

水道の建設が抜本的な対策であると思っ
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織物工場の水の再生利用施設を視察する議員

ま
し
た
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展

問 地下水の問題については議会ごとに

論議されているが、この冬の水枯れ対策

をどのように進めていく考えか。また、

将来の対策をどう考えているのか。

当面の冬期間の飲料水の確保につい

ては、年々増大し.ている融雪水を極力節

水していただくことが第ーの眼目である

従って公共道路の融雪については極力節

水していただくとともに、屋根の融雪水

等については、地形的また構造上でやむ

を得ない建物は別として、全面的に禁止

するという考え方である。第二の対策と

して、工業用水については一挙に減ら「

ことは困難であるが、一つでも多く 、工

場に対して再生利用施設を設置していた

だき、*"を合理的に利用するよう指導を

開
さ
れ
ま
し
た
。

野

な
お
、
こ
れ
ら
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答
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に

は
市
長
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外
関
係
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長
が

大報

当
た
り
ま
し
た
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答

V大野市重症心身障害児(者)等福祉手

当支給条例の一部を改正する条例

今回の改正は重度心身障害児(者)の

うち、視力障害 l級該当者の福祉手当の

支給額 1，300円を 1，500円に改正するも

のo

vパス運行事業に関する条例

従来国鉄パスが運行していた臼山線(大

野三番~鳩ケ湯間)を市営パスが運行す

るもの。この路線は、過疎化の進行と乗

車人員の減少による赤字を理由に、 B1;年

の11月から運休していた。このため、市

は市民と観光客の足を確保するため、 昭

和53年11月までの期限付きで運行するも

;教育委員会委員に

$北写吟海氏を再任に同意 !

教育委員会委員のうち10月l日で ;

任期満了となる北本吟海氏を、引き

)続き再任したいとの提案があったの

iで、9月20日の本会議において、満

;場一致で再任に同意しました。 I

北本吟海(明42. 3. 30日生)

大野市牛ケ原第3号90番地

休 会

休 会

本会議 (--般質問)

本会議 (ー般質問、各案件委、

員会付託) i 

委員会(建設 ・教育民生常任 ，

委員会)

委員会(産業経済・総務常任 ‘

委員会)

本会議 (各委員長桜告、質疑

討論・採決、追加議案 。

上程、質疑 ・討論・採、

決、選挙管理委員会委 :

員及び補充員の選挙)

ム、1

ハ，
 

九

，
 

叫《
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本会議(会期の決定、議案上

程、提案理由の説明)

9月定例会審議日程

のである。

料金は国鉄バスに準じる。

(2) Eコ
巧23 第

13日

， 14日

: 15日
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、17日

18日

、19日

20日
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は規制をするが、 工業用水については一

挙にいかないので、届け出だけにさせる

という考え方は、条例に対する市民の信

頼が得られないばかりでなく、市民に責

任を転嫁するものであると考えるが、ど

うか。

答 融雪の規制については、一般の人と

同じよ うに屋根雪を下ろすとい う代替の

方法がある。 しかし、工業用*について

は今直ちに規制すると生産が停滞して し

まうので、この規制は極めて困難である 、

間 最悪の場合には融雪水だけをとめる

ということではなく、工業用水も二、 三

日スト yプさせる考えはないか。

答 工業用水は産業と大きな関係がある

ので二、三日止めるというような非常手

段を取る考えはない。やはり地下水の再

利用のための循環装置を aつでも二つで

も多く設置しでもらうよう、今回の予算

の中でも利子補給を準備したので、今後

とも工場側に対して呼びかけていきたい

間 水の再生利用の難しい企業に対して

移転等の行政指導を行い、川の表流水を

浄化し、工業用水路等を送っていく考え

lまないか。

答 大量に使用する工場を一つの団地に

まとめていくというところまでは現在考

|公共搬の配置と鋪計画司

|劇学校の建設時期はいつか? | 
1 

問 公共施設の配置と整備計画について

昨年議会と協議がなされ、その後なんら

具体的な計画がはっきりしていない。特

に:本年は地方財政悪化の折から、福祉セ

ンター ・体育館等を早急に建設するこ と

は困難で、あると考えられ、市民が最も必

要としているものから着工していくべき

と思うが、どうか。また、仮称東小学校

については、建設計画で51年度着工とな

っているが、計画どおり実施する財政計

画がなされているのか。

答 財政状況が変ってきているので、実

施計画については、ローリング方式で3

年間分を毎年やり直している。今年も近

市議会報大野

えていない。しかし、地下水の問題が非

常に難しい段階になれば、工業用水は表

流水から取って供給していくこと も一つ

の方法である。 これらの点についてはな

お検討すべき余地があるので、今直ちに

私の考え方を示すことは難しい。

間 真名川 ダムのかさあげによる水利権

確保については、市の将来の展望に立っ

て決断をもって取り組むよう要請してお

いたのに、市長は断念されたというが、

その理由を伺いたい。

答 昨年の8月以来この問題に取り組ん

できたが、 当面の問題としてかさあげを

して水を確保したとしても、明日から直

ちに地下水が豊富になるというものでは

ない O なんと しても真名川・清滝川に水

を増やして地下浸透を図っていくことが

最も手近かな方法ではないかと考えてい

る。従って財源等の理由から結局断念し

た。

っている。東校についても、 51年度当た

りの新規事業がどれだけ入ってくるか、

非常に厳しい状況であるので、作業の中

で検討したい。

!早急に農協合併を図るべき | 

と考えるが ?

問 農協の合併について、市長は昭和50

年度中に話しを出して、 3年後を目標に

合併を指導したいと申されていたが、現

在までの経過と今後の取り組みについて

伺いたい。

答 現在は土地基盤整備事業あるいは広

域的な近代化事業を促進しなければなら

ないときでもあり、農民自身の立場から

も合併が待れる。 私どもも非公式に話し

くその作業時期に入るので、その時点で 合いを進めているが、今後時期をみて正

十分検討させてほしい。その際に学校や 式な協議会を設けていきたい。

公民館のような義務的な施設と、会館の

ような福祉施設とに分けて考え、義務的

な施設を優先させなければならないと忠

第 23 号 (3)

一一…一平均十三 -1
|市の協力体制…用地課設置を i

問 国・県の公共事業に対する市の協力

体制が十分でなく 、用地質収や補償関係

が遅れて事業遂行に大きく支障をきたし

ている。この際、市の協力体制を確立し

ていくために、専門の用地管理課を設け

て促進すべきと考えるが、どうか。

答 今のところ課を新設する考えはない

従来と も、事業に関連する課を中心に協

力体制をとっている。 mt也課というもの

を新設することがし三いかどうかは大変問

題が多いと考える。事業の実状をよくは

あくした者ひないと用地貿収が困難であ

ると!占、う。

間 用地交渉が難行しているため、国 ・

県の公共事業が非常に遅れていると聞い

ている。このことは当市への公共投資に

多大の影響を与えている。また市民サイ

ドに立った土木行政を推進していく土に

おいてぜひとも用地課が必要と思われる

が、再度市長の考えを伺いたい。

答 十分検討いたしたい。

i南部第二区画整理事業

| 着工時期はいつごろか ?

」一一一一一一一ー…一一一一一一一←l
間 北部のほ蘭整理事業も来年度中に完

成する と聞いているが、引 き続いて53年

度から南部第二区画整理事業を早急に着

工すべきと考えるが、どうか。

答 都市計画審議会で南部第二区踊整理

事業を続いて行うべく同意も得て進めて

いく予定をしているが、境在民間で開発

されている宅地造成、 ならびに駅東第二

区画整理事業が実施している宅地造成等

を 卜分にらみ合せて、今後の宅地需要を

考えながら計画を進めていきたい。予定

としては北部区画整理事業が51年度で終

り、 52年度・ 53年度に換地処分が終ると

考えているので、遅くとも53年ごろから

着工でき る方向で話し合いを進めていき

たい。
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勝山精華高校全日制による | 

大野高校の定員削減?

間 勝山精華高校が全目指IJに衣替えした

ことによって、大里子高校の定員を普通課

を主体に 100人、減らす方針を、県教育

委員会が打ち出したと聞 くが、どうか。

答 衣替えをする以前に、奥越地区で意

見調整が行われた。その際、全日制に衣

替えすることは時代的な要請としてよい

と思うが、 そのために大野・勝山両高校

の定員を削減することは絶対に許容でき

ないことを強く申し入れてある。12月に

協議されると聞いているので、 その際に

強力に申し入れていきたい。

[一一九一一戸'1 1 l どうなっているか?I 

間 本年4月に県道大野墨俣線が国道157

号線として昇格されたが、その後拡幅整

備の計幽が具体的に進展しておらず、岐

阜県側と当市との協議会もできていない

現状である。51年度予算化に向かつて強

力に働きかけていくべきと考えるが、ど

うか。

答岐阜県側と協議した結果、今月中に

幹事会を開き、 10月に期成同盟会を発足

させ、年内に陳情を行っていきたい。

大野から岐阜県の北方町に至る 102krnは

中京と結ぶ産業道路として極めて重要な

道路であ るので、今後この期成同E里会を

通じて整備促進に努力していきたい。

(指定席ム会Zii--1 
L 越前大野駅に電算機導入を|

関 越前大野駅で列車の指定席券を寅う

際に、非常に難儀をし、よくトラブルが

起きると聞いている。電算機を早急に取

り付けて市民の便宜を図るよう、国鉄当

局に働きかけて欲しいと思うが…

答 今後十分調査をして実現に向かつて

努力したい。

一一一一10月臨時市議会一一一

第 156回10月臨時市議会は、 10月31日招集され会期を 1日限りと定め、理事者

から提出の誠実1件を可決しました。

il案の内容は次のとおりです。

vごみ焼却場建設用地の取得について

ごみ焼却場の建設用地として、東大月

地係の士I也約14，178m'を52，883，994f可で

購入するもの。

当初は、広域行政事務組合(大野市 ・

勝山市・和泉村)で土布子地係において

解がi専られないまま、本年の春建設を断

念した。その後、大野市独自で建設する

計画で土地の確保に努力して きたが、 ょ

うやく東大月地係で建設する メドがつい

たので用地購入を承認。

なお、 51年度に着手し、2カ年間で建

建設する計画を進めていたが、地元の了 設する予定である。

地方財政悪化に伴う

政府関係機関に強く要望

現下の地方財政危機の現状にかんがみ優近の地方財政は経済環境の急激な悪化

による影響を受け、未曾有の危機に直面し極めて憂慮すべき事態に立ち至ってい

る。よって、国においては地方財政の危機を打開するため、緊急に下記事項につ

いてその実現をはかられたい。

コ」

(1) 市の特殊性財源措置

毎年積雪、寒冷に悩まされ、山に

図れた開発の遅れている過疎の都市

は財源的に極めて貧弱である。よっ

て政府は特別豪雪地域の指定、補助

率の改訂、公営競技収入の公平化等

抜本的な対策を虫て、後進性からの

脱却を図るため適切な措置を講ぜら

れたい。

(21 昭和50年度の地方交付税の減収補

てんf昔置

国税三税の収入額が当初予算計J-.

額を下廻った場合においても、地方

財政計画に計上した地方交付税総額

は絶対に確保するよ う、国の責任に

おいて完全に補てん措置を講ずるこ

と。

131 Hil和50年度地方税の減収補てん措

置

法人住民税、個人住民税等の市岡J

村税の減収に対しでも所婆の財源措

置を講ずること。

(4) 地方債の充当率の引 J:げ等

公共事業を完全に消化するため、

地方負担1について地方債の充当率の

リIr.げ等、適切な財源措置を講ずる

とともに、 国は今後公共事業の拡大

等の施策を取り 上げる場合において

は、地方負他を完全に措置することっ

(5) 地か超過負担の解消倍置

地方超過負犯の解消措置は、いま

だ不卜分であるので、昭和49年度の

補正F算における解消措置の例にな

らい、年度途中においても実勢に&11

する解消借置を講ずるこ と。

(6) lIij和50年度の給与改定財源措置

給与改定に伴うPJr要財源について

は追加財源により完全に措置するこ

と。

以卜、 地方向治法第99条第2墳の規定

によ り意見書を提出する。

H日和50(f9月20[1

福井県大野市議会
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[委員会の活問
-建設委員会

部落道路の改良・舗装を

要綱で方途を講ぜよー

付託された議案 l件、請願9件、陳情

8件については、請願4件、 陳情 l件 を

継続審査と し、陳情 li牛を不採択とした

外は可決・採択。

若手議の過程で問題となった点は、 ①用地

"果の設置問題である。公共事業ならびに

市単事業の促進を始め、県工事の協力体

制を確立してい〈意味から もその設置が

強く望まれるところである。 m地取得の
成否によって、事業の推進に大きな影響

を及ぼすとともに、市民#イ ドに立った

土木行政を推進してし、 く1..からも極めて

大きな問題であるので、その必要性を十

分認識の上再検討される よう強く 要望し

た。②現在市道としての取り扱いを受け

ていない部落道路については、 要綱また

は規則によって改良および舗装が行われ

るような方途を講ずべきであり、 そのl炎

案作業に早急に取り組まれるよう強く要

望した Q

選管委員・補充員決まる

市選挙管理委員および補充員は、

法律の規定により選挙権を有する者

で人格高潔、政治および選挙に関し

公正な識見を有するもののうちから

議会において選挙することになって

います。 10月91ゴで委員の任期が満

了となるので、新委員の選挙を9Fl20

日の本会議において行った結果、 次

の方々が当選されました。

。委員

坪目撃吉(71)日吉田TlO番16号

安川金弥(68)下舌25号甲3番地

竹恨主計(70)庄林46号52番地

松山勘布ヱ問(64)上麻生島8号9番地

く〉補充員

南部i青-(70)中f8号23醤地

加藤庄松 (71) 日吉田T4~・ 8 号

山田正 -(49)五条方14号29番地

岡崎 佐(58)J..打波34号14:(尉也

市議会報大野

・教育民生委員会

ーごみ焼却場を早急に建設を

建設までの間一基増設を ー

付託された議案4件、 請願2f'午、陳情

li牛については、可決・採択

審議の過程で問題となった点は、近年

国民所得の向 1:Iこ伴って市民の生活様式

も多様化 し、ごみの量もますます増大す

る一方である。こうした現状の中で、市

のごみ焼却場の処理能力はすでに限界に

達し、ま た先般修理された炉が使用不能

に近い状態で、あるので、新しい焼却場於

建設されるまでの問、付近住民の環境保

全の見地からこのまま放置しておけず、

ー基増設するなどの方法を講じ、 イ1も

早く完全な処理体制を確立されるよう 要

望 した。なお、焼却場建設の早期実現を

目ざして鋭意努力されるよう、併せて要

望した。

-産業経済委員会

一工業用水の再生利用施設設置に

融資ワクの増額と長期資金を

付記された議案 l件、 請願2件、陳情

2i牛については、それぞれ可決 ・採択。

審議の過程で問題となった点は、今回

の補正予算に計上されている地下水再生

利用施設資金利 子補給に関連して、市は

企業に対して循環装置の取り付けを行う

(請願・陵情)
6月定例市議会で継続審査となった請

願4件・陳情3i午、9月定f9uiTi議会で新

しく提出された請願・ 陳情18何は、各委

員会で審査され、委員長から本会議に報

告して、次のよう に決定しました。

採択したもの

・市道の舗装について

大門区長 羽生重一・外5名

・簡易水道の設置について

大門区長 羽生重一外29名

・市道の拡幅について

矢区長 山口孫太夫

・旧下打波小学校校舎の無償払い下げに

ついて

ド打j皮区長 1安井孟外33名

第 23 号 (5)

ょう 、融資ワクを設定して指導を行って

いるが、果た してこの金額で事業有が意

欲的に取り付けを行うかどうか、はなは

だ疑念をいだかざるを得ない。1えって、

市は融資ワクの増額と長期資金融資制度

を配慮し、適確な行政指導等によって取

り付けの促進を図るべく、前向きの姿勢

で熱意をも って取り組ま れるよ う強く 'Z.~

望した。

-総務委員会

用地諜の新設を要望

市民サイドに立った行政を一一

付託された議案5件、請願l件につい

ては、それぞれ可決 ・承認・採択

審議の過程で問題と なった点は、くD公
共施設を処分する場合、建物撤去後も敷

地をそのまま放置しておくケースが児受

けられる。財政難の折からむだな借地料

を支払うことなく 、速やかに適正な処分

をされるよう要望した。~用地取得に際

しては各課の事業ごとに交渉を進めてい

る現状であるが、国 ・県の事業を確実に、

また強力に推進させるには、市行政全体

の中で用地を専門に交渉し 、常に片1地を

先行取得しておく必要性がある と考える

ので、用地課の設置について、次期の人

事異動の際に前向きで検討されるよう要

望した。

-農業近代化施設事業に伴う補助金につ

いて

大野市農協組合長埋事本多良 一〈

・陽明中学校の整備について

陽問中学校PTA会長 松本清

・鉄工金属協同組合の事業費に対する助

成にづいて

大野鉄工金属協同組合瑚事長 安問利夫

・JlI蓋設置について

錦町1区長 下I11稔外3代表お

・市道上荒井線の改良及び舗装について

1-.荒井区長 中村 t~fîヱ門

・市道の改良・盤幅について

富島区長 刺|羽島外45名

・尾永見川災害復旧について

tf:'.永見l豆長足干IJJ制恋

・木の本原土地改良区の幹線排水路の織

修について

木の本原土地改良医T堅守王長 安川金弥



第 23 号 (6)

-鍬掛区内市道の鉱幅・舗装について

鍬掛区長高久信治外24名

・下庄公民館早期移転改築について

下庄公民館改築促進期成同盟会

会長四方軍平

・谷山構の架替について

五箇地区区長会長 広瀬重孝外1代表者

・市道森山スキー場線道路拡幅について

森山区長 酒井与作

・繍枕区内水路改修工事について

備枕区長 野尻八郎外6名

・市道舗装について

下麻生島区長 中村強外8名

・市道の訟偏について

土布子区長 松山平兵衛外14名

継続審査となったもの

・市道の拡幅、舗装と市道昇格について

市議会報大野

中据区長 出村清一外45名

・市道への昇格について

中丁区長 島田治郎右ヱ門外18名

・通勤通路の確保について

大野市中野 東立通信工業株式会社

大野工場長 山田義二

・区道の市道昇格について

上丁区長佐々木武夫外24名

・部落内連絡道路の市道昇格について

下麻生島区長 中村強外8名

不採択となったもの

・新栄町木瓜川の既橋架替に伴う仮構設

置について

新栄町区長和歌芳成外12名

一 一一一一一一一一ー 。 一 一一 一一一一-0
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暴力追放の決議

我が大里子市は自然の環境と緑に恵 i

iまれこごに住む住民も誠実にして平 i

i和な日々を送っていることは誠に喜 {

:ばしいことである。その反面、最近 i

l各都市において連日のごとく暗い暴 j

j力事犯が起こり、新聞に、テレビに;

:報道されているとき大野市民をこれ l

iらの暴力より守り、又いかなる暴力i

iも排除して明るく平和な、住みよい i

e大野市を堅持し、市民生活擁護のた 1

1め、大野市議会は、ここに暴力追放 i

i都市宣言を決議する。

昭和50年9月20日

大野市議会

1____-.-ーーー'ーーー_._._._._._._.-ー'ーーー-._._._.-'_'_._'-'-ー _1

。一一一一一一一一一

花輪・供花などの廃止を申し合せ

; 大開会では公職選挙法の改正と山って特で…判のあった

議員個人名による花舗、供花などを全廃することを申し合わせました。 .

改正法には、公職の候補者等は、その選挙区内では「政治団体・親族」を除い

て寄付 (花輪、供花、香典、祝儀なども含まれる。)をしてはならないと規定され

ています。

また、虚礼になりがちな暑中見舞や年賀はがきについても、必要最少限にとど

めるよう自粛することになりました。

-例えば、次のようなことは、法律で禁

I1~されま した。

4砂おlや元やお議暮を贈ること。

。お祭りの際、金一封を出したり、お

j商を届けること。

.問底祝い・落成式・起工式などの時

お祝いを贈ること。

。出産 ・入学 ・卒業 ・就職などにお金

't..;三丞p

や品物を贈ること。

.結婚式の時、お祝いのお金や品物を

贈ること 0

.お葬式の際、香典やお{共へ・花輪 ・

生花など贈ること 0

・町内会なとの集りや老人会・婦人会

・青年会などの集りにお金を寄付し

たり、食事やお消などを届けること。

.町内会、その他団体の旅行の際、弁

当や飲み物を差し入れたり、パス代

などの費用を負担すること。

集会などの飲食代

お葬式の香典、花輪、イ共花


